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表紙の写真
　　　小

お

原
ば ら

　工
たくみ

さん（写真左）
小原さんは、「ミスタートライアスロン」
の称号を持つ、国内トライアスロンの先
駆者。
国内トップクラスのトライアスリートが
次々と皆生入りし、小原さんの指導のも
とでトレーニングをしています。
小原さんは、５月から米子市観光協会「ヘ
ルスツーリズムプロデューサー」に就任。
皆生温泉への集客増を図るため、経験を
活かした新たな観光メニューを企画中。



■申込・問い合わせ
　米子がいな祭企画実行本部
　〒 683-0822　中町20　市役所旧庁舎４階
　☎２２－００１８　FAX２２－００１７
　「米子がいな祭ホームページ」
　http://gainamatsuri.jp/

８月８日（土）
ふれ太鼓
オープニングセレモニー
コラボステージ
がいなパレード
やんちゃパレード・ステージ
文化ホール前ふれあい広場
米子がいな太鼓
米子がいな万灯

８月９日（日）
米子がいな太鼓
米子がいな万灯妙技会
コラボステージ
ちびっこ広場
やんちゃパレード・ステージ
文化ホール前ふれあい広場
ミニゲタ飛ばし大会
大花火大会

◆交通規制にご注意ください　８月８日、９日は交通規制を実施しま
す。米子駅前通りを通過する各路線バス・だんだんバスの経路が変更
となりますのでご注意ください。
◆だんだんバスが無料に　８月８日、９日はだんだんバスが無料運行
されます。便利なだんだんバスをご利用ください。だんだんバス以外
の路線バス、どんぐりバスは無料となりませんのでご注意ください。

▼運行時間…米子駅発午前８時50分～午後６時（25分間隔）

やんちゃパレード・ステージ
民踊やよさこい系、フラダンスにヒップホップにチアダンス…。いろ

いろなジャンルの踊り
や、鼓笛隊や仮装など
何でもOK！
例年の駅前通り、文化
ホール前広場、える・
もーる商店街、本通り
商店街、元町サンロー
ド、だんだん広場など
街中を祭ムードで盛り
上げます。

清掃，警備，救護，イベント，事前準備など、さまざまな場面で活
躍してくださるスタッフを募集しています。
高校生以上でお友達同士，ご家族，グループなど祭好きな方ならど
なたでもOK！
◆応募資格　15歳以上（高校生以上）
なお、18歳未満の方は、午前８時から午後６時までの参加で、保護
者の同意書が必要です。
◆募集人数　150人
◆募集締切　20日（月）
◆参加者説明会
　８月２日（日）午後１時～（１時間程度）

▼くわしくは、企画実行本部まで

がいなコラボレーション
がいな太鼓、がいな万灯、がいな
よさこい鳴子連の合同によるコラ
ボレーションが実現します。
米子がいな祭を盛り上げる主役た
ちの同時競演です。
どんなコラボレーションを展開す
るのか、こうご期待！

愛がつながる　心がかよう
　がいなYONAGOの　夢・未来



第29回
全日本トライアスロン皆生大会
　７月19日（日）午前７時スタート！

　スイム３キロ、バイク 145キロ、ラン 42.195キロの過
酷なレースに全国から 850人の精鋭たちが挑みます。
　午前７時、皆生海岸からスタート。ジェッ
トコースターのようなバイクコース。ラン
では、水木しげるロード周辺を駆け抜け、
最終ゴールの「どらどらパーク東山陸上競
技場」を目指します。
　大会は、3,000人のボランティアの皆さ
んに支えられ、選手は、沿道の声援に勇気
づけられながらひたむきにゴールに向かいます。

市民の皆さんのあたたかい
ご声援をお願いします。

■問い合わせ
　皆生トライアスロン協会
　（☎３４－２８１９)

７月11日（土）～８月23日（日）
　ライフセーバーが常駐し、海の家・シャワー・トイレも設
備された快適な海水浴場です。
　11日（土）は海開き。ヒラメのつかみ取りなどのイベント
も開催されます。
　一昨年の水質調査で、環境省から「特に水質が良好」とさ
れる全国８か所に選ばれた、きれい
な水質の海水浴場です。
●危険防止のため、監視員の指示
に従って泳ぎましょう。
●路上駐車はやめましょう。
　駐車場は、周辺有料駐車場をご
利用ください。
■問い合わせ　皆生温泉旅館組合（☎３４－２８８８）

大花火大会
祭のフィナーレを飾る大花火大会。第36回の祭の
締めを飾るにふさわしく、「環（つながり）」をテー
マにした内容の花火を打ち上げます。これにあわ
せて、市内各所で花火募金も実施しています。皆
さんのご協力をお願いします。
好評をいただいている招待観覧席を今年も 200席
ご用意します。

そのほかのイベント
◆ミニゲタ飛ばし大会
境港の「ゲゲゲの鬼太郎ゲタ飛ばし大会」のプ
レ大会。本大会さながらに、日本ゲタ飛ばし協
会公認のゲタを履き、鬼太郎のちゃんちゃんこ
を着てゲタを飛ばします。参加者にはプレ大会
の認定証をお渡しします。

▼９日（日）午後２時30分～４時　湊山公園広場

◆青空プール
子どもたちに大人気
の青空プールを開設
します。

◆伯耆うまいもん市
地元の味を満喫していただきます。

車いす専用「心のやさしさスペース」
大花火大会では、車いす専用の「心のやさ
しさスペース」を設けます。ご希望の方は、
事前申込みが必要です。車いすが必要な方
とそのご家族、各施設単位でお申し込みく
ださい。
◆応募資格　身体障害者手帳をお持ちの方、
または介護保険の認定を受けている方で、日
常生活で主に車椅子で生活されている方
◆募集定員　50組（普通車50台分の通行許
可証を発行いたします）
◆応募方法　郵便はがきで、氏名（ご本人
と同伴される方全員）、住所、年齢、電話番
号を明記の上、20日（月）（当日必着）まで
にご応募ください。申込多数の場合は抽選
といたします。
抽選の結果は、当選通知の発送をもってか
えさせていただきます。当選された方には、
後日説明会を開催し、注意事項を了承して
いただいた上で許可証を発行いたします。
※当日は混雑します。入場から退場まで３
～４時間かかると予想されますので、著し
く体調の悪い方のご応募はご遠慮ください。

▼くわしくは、企画実行本部まで
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す
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控
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控
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。
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］
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光
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史
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が
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３
２
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せ
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い
。
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3,000
円

以
上
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た
方

に
贈
呈
す
る
「
無
償
提
供
記
念
品
」

と
、
１
万
円
以
上
の
ふ
る
さ
と
納
税

を
さ
れ
た
方
に
贈
呈
す
る
「
タ
イ

ア
ッ
プ
記
念
品
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
無
償
提
供
記
念
品
」
は
、
地
元

企
業
４
社
と
米
子
市
・
水
道
局
か
ら

無
償
提
供
さ
れ
た
地
元
特
産
品
等

で
、「
タ
イ
ア
ッ
プ
記
念
品
」
は
、

米
子
市
と
地
元
企
業
13
社
が
ほ
ぼ
費

用
折
半
に
よ
り
設
定
し
た
定
価
5,000
円

相
当
以
上
の
地
元
特
産
品
等
で
す
。

　

記
念
品
は
ど
ち
ら
も
、「
ふ
る
さ

と
納
税
の
推
進
」
と
「
地
元
特
産
品

等
の
広
告
宣
伝
」
を
あ
わ
せ
て
行
な

う
こ
と
に
賛
同
さ
れ
、自
社
商
品（
地

元
の
銘
品
・
優
良
サ
ー
ビ
ス
）
の
提

供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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、
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子
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な
お
、
米
子
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の
「
ふ
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と
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」
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、
米
子
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出
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で
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に
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し
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す
。

【無償提供記念品】
3,000円以上のふるさと納税をされた方全員に、次の全品を贈呈します。
１. 丸京製菓「栗入りどらやき」５個パック
２. ながた茶舗「大山みどり」ペットボトル１本
３. 米子市水道局「よなごの水」ペットボトル１本
４. 中海水鳥国際交流基金財団「米子水鳥公園無料入館券」１枚
　　（同行者も無料）
５. 白鳳の里「伯耆古代の丘公園入場券」２枚
６. 白鳳の里「淀江ゆめ温泉入浴券」２枚
７. ヨネギーズ携帯ストラップ１個

【タイアップ記念品】
１万円以上のふるさと納税をされた方に、【無償提供記念品】に加えて、
次のうちから希望される１品を贈呈します。
１. 大山ハム「熟成糸巻ロースハム・ももハム・焼豚３点セット」
２. 大山ハム「ハム・ソーセージ類８種類詰め合わせ」
３. 皆生温泉旅館組合「皆生温泉水配合ブランド商品セット」
４. カメラのカヤノ「大山の写真パネル（４種類の中から１点）」
５. 澤井珈琲「レギュラーコーヒーと手作りクッキー詰め合わせ」
６. 澤井珈琲「ドリップバッグと手作りクッキー詰め合わせ」
７. 大山黒牛「ブロック牛肉・特選たたき」（約500グラム）
８. ながた茶舗「大山みどり ( 煎茶・抹茶入り煎茶・紅茶 ) 詰め合わせ」 
９. 米吾「吾左衛門鮓 ( さば・かに・燻しさば )3 本セット」
10. 皆生温泉：海色・湯の宿「松月」宿泊利用 5,000円割引商品券
11. 皆生温泉：「皆生グランドホテル天水」宿泊利用 5,000円割引商品券
12. 皆生温泉：「華水亭」 宿泊利用 5,000円割引商品券
13. 白鳳の里「どんぐり焼酎・うめ酒セット」
14. 白鳳の里「どんぐり製品詰め合わせ」
15.JA 鳥取西部「二十世紀梨 (7.5キログラム・22玉入り )」 
16. 久米桜酒造「大山Ｇビール・鬼太郎ビール９本セット」
17. 久米桜酒造「大山の地酒『くめざくら』バラエティ８本セット」
18. 丸京製菓「栗入りどらやき」２箱（80個）

ふるさと納税に関する地元特産品等の贈呈の詳細については、市役
所総合案内、淀江支所、各公民館に置いてあるパンフレットをご覧
いただくか、市役所行政経営課（☎２３－５３３２）にお問い合わ
せください。

米
子
市
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
記
念
品
と
し
て
、
地
元
特
産
品
等
を
贈
呈
し
ま
す
！



◆
少
年
の
非
行
の
背
景
と
対
策

　

米
子
市
に
お
け
る
平
成
20
年
中
の

少
年
非
行
の
特
徴
は
、
窃
盗
犯
が
高

率
、
女
子
の
非
行
が
高
率
、
中
・
高

校
生
が
非
行
の
中
心
、
万
引
き
な
ど

の
初
発
型
非
行
が
多
発
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

少
年
は
大
人
に
比
べ
て
言
葉
の
理

解
力
や
表
現
力
が
十
分
で
な
い
た

め
、
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
う
ま
く
い
か
ず
、
イ
ラ
イ
ラ
や

不
安
が
非
行
と
な
っ
て
現
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

野
外
で
タ
バ
コ
を
吸
っ
た
り
、
深

夜
に
不
適
切
な
行
動
を
す
る
青
少
年

は
、
親
や
周
囲
の
大
人
た
ち
か
ら
不

信
な
目
で
見
ら
れ
、
疎
外
感
を
感
じ

て
い
る
子
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
大
人
た
ち
も
他
人

の
子
ど
も
に
は
無
関
心
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
自
分
の
子
ど
も
で
な
く
て

も
、「
悪
い
こ
と
は
悪
い
」
と
、
周

囲
の
大
人
が
き
ち
ん
と
注
意
し
、
本

人
に
自
覚
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

◆
米
子
市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
よ
り

　

各
地
区
の
少
年
指
導
委
員
、
警
察

署
、西
部
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

青
少
年
育
成
米
子
市
民
会
議
等
の
関

係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
、
補

導
・
環
境
浄
化
・
広
報
啓
発
・
相
談

活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
も
、
今
後
、
な
お

一
層
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
買
い
物
や
帰
宅
途
中
な
ど
に
子

ど
も
を
見
か
け
た
ら
、
今
ま
で
以
上

に
様
子
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
．散
歩
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
は
、

で
き
れ
ば
子
ど
も
の
下
校
に
合
わ

せ
、
様
子
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

３
．
家
の
前
の
掃
除
や
植
木
の
水
や

り
な
ど
の
と
き
、
子
ど
も
を
見
か
け

た
ら
、
子
ど
も
の
様
子
を
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

４
．
危
険
な
様
子
や
気
に
な
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
各
学
校
か
警
察
に
連
絡

を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
い
か
の
お
す
し
」
な
ど
の
標
語
を

使
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
注
意
喚
起
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

◆
少
年
指
導
委
員
の
皆
さ
ん

　

米
子
市
で
は
、
各
地
区
の
青
少
年

育
成
会
、
民
生
児
童
委
員
会
、
小
中

学
校
の
教
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
の

中
か
ら
、
少
年
指

導
委
員
に
な
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

日
頃
か
ら
地
域

の
子
ど
も
た
ち
に

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
り
、
昼
間

や
夜
間
に
街
頭
に
出
て
補
導
活
動
を

し
、
青
少
年
の
非
行
防
止
や
青
少
年

に
有
害
な
社
会
環
境
の
排
除
な
ど
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
を
見
守
る
「
地
域
の
お
じ
さ
ん
・

お
ば
さ
ん
」
が
お
ら
れ
る
こ
と
を

知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◆
青
少
年
ネ
ッ
ト
規
制
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
出
会
い

系
サ
イ
ト
を
は
じ
め
、
残
酷
な
暴
力

シ
ー
ン
や
過
激
な
性
描
写
を
含
む
も

の
な
ど
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻

害
す
る
も
の
が
氾
濫
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
有
害
サ
イ
ト
に
青
少
年
が

ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
、「
青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
環

境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
が
平

成
21
年
４
月
１
日
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

適
切
に
活
用
す
る
能

力
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
も
定
め
て
い

ま
す
の
で
、
保
護
者
の
方
は
、
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
対
応
の
ほ
か
、「
有
害

な
情
報
に
接
し
た
時
に
は
ど
の
よ
う

に
対
処
す
べ
き
か
」
な
ど
を
子
ど
も

に
教
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
米
子
市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
35
―
０
８
５
２
）

　

米
子
市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は

専
任
指
導
員
に
よ
る
青
少
年
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
度　

青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間

青
少
年
の
健
全
育
成
を
め
ざ
し
て

第
59
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

～
あ
い
さ
つ
の 

愛
の
一
声

ふ
れ
あ
い
街
ぐ
る
み
～

　

毎
年
７
月
は
『
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
』
の
強
調
月
間
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
や
非
行
に
走
っ
た
少

年
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

　

米
子
市
実
施
委
員
会
で
は
、「
犯

罪
・
非
行
の
防
止
と
更
生
の
援
助

の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
と
参

加
を
求
め
る
」
を
重
点
目
標
に
、

幅
広
い
運
動
を
展
開
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
主
な
行
事

「
第
23
回
少
年
育
成
剣
道
大
会
」

　

７
月
５
日　

加
茂
体
育
館

「
第
27
回
少
年
育
成
野
球
大
会
」

　

８
月
１
日
～
２
日

　

市
民
球
場
・
湊
山
球
場

「
第
30
回
少
年
育
成
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
」

　

８
月
４
日　

東
山
庭
球
場

「
平
成
21
年
度
少
年
育
成
大
会
」

　

８
月
11
日　

福
米
体
育
館

■
問
い
合
わ
せ　

　

米
子
保
護
区
保
護
司
会

　
　
（
☎
34
―
７
２
７
６
）

　

人
権
政
策
課

　
　
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

いかのおすし
＊いか…ついていかない
＊の……車にはのらない
＊お……おお声をだすぞ
　　　　（助けて！）
＊す……すぐ逃げよう
＊し……しらせる（あった
ことをすぐ大人に知らせる）



米子市民自治基本条例検討委員会からのお知らせ

「米子市民自治基本条例検討委員会」では、将来に向けて、米子市民がみんな一緒に、米子でもっと幸せに暮らしていくために、
「米子市民自治基本条例（まちのルール）」をつくる作業を行なっています。
条例をつくるためには、たくさんの市民の皆さんから意見を聴いて、その意見を盛り込む作業が必要です。検討委員は、２
月から６月にかけて、いろんな場所に出かけて行き、皆さんからたくさんの意見を聴きました。集まることが難しい団体や
個人に対しては、アンケート調査も行ないました。

市民の皆さんにどんな質問をしましたか？（抜粋）

▼あなたが米子で暮らしている中で、日頃感じていること（困っていることなど）は何ですか？

▼どんな米子（地域）であってほしいと思いますか？

▼米子や身近な地域のために、あなた自身ができそうなこと、または誰かと一緒だったらできそうなことは何ですか？

▼「できそうなこと」で、あなたが一歩踏み出すために、必要だと思う環境や条件は何ですか？

条例に関する質問ではないのですか？
検討委員会は、米子市独自の条例をまっさらな状態から作ろうとしています。市民のた
めの条例をつくるためには、まず、市民が考えていることを把握しなければなりません。
現状の課題を洗い出し、皆さんが思い描く米子の理想を掲げ、課題を解決する方法や理
想を実現するための方法を探ります。そして、その中から、条例づくりの参考となるキー
ワードを探します。
これから、いただいた意見をもとに条例の幹となるものをつくっていきます。条例をつ
くる過程は、広報活動を通じて、市民の皆さんにお知らせします。それに対するご意見
もいただきたいと思っています。

意見はどうやって聴いたのですか？
検討委員会では、意見の聴き取りの手法として、ワークショップ（ＫＪ法）という方法をとっています。
４人から５人のグループに分かれて、意見を出し合います。

どんな人に意見を聴きましたか？
検討委員が、自分のネットワークをつかって、さまざまなところに声をかけて、ワークショップ「あなたの意見で未
来をつくろう会」を開催しました。これからは、米子市民の一人一人の力を借りて、口コミで、検討委員会の活動の
輪が広がっていくことを期待しています。また、市報でアンケートの実施やワークショップの参加者の募集をしたり、
米子市のマスコット・キャラクター「ヨネギーズ」と一緒に、市内各地で「街頭キャンペーン」を実施して、アンケー
ト用紙を配って、米子市民に広く参加してもらえるように工夫をしています。
「あなたの意見で未来をつくろう会」でいただいた意見は、平成21年６月1日現在で、約4,600件です。約900人に
参加をいただきました。ご協力いただきました団体または個人の方、ありがとうございました。

６月号でのご報告から、新たにご協力いただいた団体または参加予定の団体等　※敬称省略　（平成21年６月１日現在）
ＮＰＯ法人えがおサポート Leaf ＆ CHUCHU、ＮＰＯ法人皆生ライフセービングクラブ、ＮＰＯ法人やまつみスポーツク
ラブ、高齢社会をよくする会、ＪＲ西日本米子支社、成年後見ネットワーク米子、税理士会、聴覚障がい者対策連絡会、福
米西地区自治連合会、民生児童委員協議会、丸京製菓、米子市議会（有志）、米子市女性団体連絡協議会、米子市役所職員（有
志）、米子市立保育園の保護者・職員、よなご・まちづくり塾、米子ロータリークラブ

米子市民自治基本条例づくりの参考となるご意見を提出されたい団体または個人は、事務局（協働推進課）までご連絡く
ださい。メールでも受け付けています。shimin-jichi475@yonago-city.jp

■問い合わせ　協働推進課（２３－５３７５）

米子市民自治基本条例とは ･･･
市民が、米子で元気に生き生きと暮らしていくために、「米子市のまちづくり（自治）」を進めていくための最も基本的な
考え方（理念）と、それを実現するための具体的な取組み・方法（行動原則）を定めた米子市民みんなのルールです。



国民年金の免除制度
　経済的な理由などにより国民年金保険料の納付が困
難なときには、保険料の免除（全額または一部）、若年
者納付猶予制度（30歳未満の方が対象）の申請ができ
ます。
　免除は、原則として本人、配偶者、世帯主の前年所
得等を審査のうえ決定されますので、申請は毎年必要
になります。ただし、全額免除、若年者納付猶予の決
定を受けていて継続申請をされている方は除きます。
　現在の免除の対象期間は、21年７月から 22年６月ま
でです。免除を希望される方は、お早めに保険年金課
年金係（本庁舎１階５番窓口）で申請してください。申
請には、印鑑と年金手帳が必要です。
　また、平成20年４月１日以降に離職をされた方は雇用
保険受給資格者証等、離職日が確認できる公的機関の
発行した証明書があれば、退職特例が受けられ所得を
ゼロで計算されます。
■問い合わせ　保険年金課年金係（☎２３－５１４２）

定額給付金の申請はお済みですか？
　申請書に必要事項をご記入のうえ、「世帯主本人が確認できる書類の写し（運転免許証、健康保険証など）」、「振込口座
の預金通帳等の写し」を添付して、郵送してください。申請期限は、平成21年９月24日（木）です。
　なお、現金支給をご希望の方も、事前に申請が必要です。定額給付金窓口で申請と同時に現金をお渡しすることはでき
ません。

■問い合わせ　定額給付金事業実施本部（☎２３－５５８５）

●南公園墓地・淀江西ノ原墓苑

▼南公園墓地（所在地…石井 490）
区分 地区 面積（㎡） 募集数 使用料（円）管理料（年／円）

返
還
霊
地

53A ６ ４ 210,000 2,520
54A ６ １ 210,000 2,520
59A ５ ２ 175,000 2,100

61A ５ ２ 175,000 2,100
６ １ 210,000 2,520

B ４ １ 114,400 1,680
５ １ 143,000 2,100

＊市外にお住まいの方…使用料・管理料が２倍です。

▼淀江西ノ原墓苑（所在地…淀江町西原 913）
区分 地区 面積（㎡） 募集数 使用料（円） 管理料（年／円）

返還霊地 A 9.9 １ 260,000 1,000
D 6.25 １ 164,000 1,000

■受付期間　13日（月）～17日（金）
■受付場所　維持管理課（本庁舎２階）
※電話での申込みは受け付けません。郵送での申込みは県
外に在住の方のみです。
■申請に必要なもの　霊地使用許可申請書・焼骨埋蔵場所
困窮証明書（維持管理課にあります）・申請者のご住所を証
明できる書類（運転免許証、健康保険証など）・印鑑
※焼骨をお持ちで使用を希望される方は、焼骨の埋蔵場所
に困窮していると認められた場合、優先となります。

墓地の使用者を募集します
●北公園墓地・淀江佐陀墓苑（随時募集）

▼北公園墓地（所在地…彦名町 6566）

区分 面積
（㎡）

空き
区画

使用料
（円）

管理料
（年／円）

霊地 5 60 525,000 4,200
＊市外にお住まいの方…使用料・管理料が 1.5倍です。

▼淀江佐陀墓苑（所在地…淀江町佐陀 1451－12）

区分 面積
（㎡）

空き
区画

使用料
（円）

管理料
（年／円）

霊地 7.5 48 600,000 1,000

■申込資格　次のいずれかに該当する方
　・米子市に住所がある方
　・米子市以外に住所があり、米子市に本籍が
　　ある方
　・米子市にあるお墓を移転しようとする方
■申込・問い合わせ
　維持管理課（☎２３－５５２９）

委員を募集します
米子市児童文化センターの事業に
関する基本計画を協議していただ
く運営委員を募集します。
■公募人数　２人
■任 期　２年
■応募資格　平成21年７月１日現在で、満20歳以上で市内
にお住まいか、通勤・通学している方
■応募方法　委員に応募する理由・動機、児童文化センター
の役割を 400字から 800字程度にまとめ、所定の応募申込
書を同封のうえ、生涯学習課（第２庁舎３階）に直接お持ち
いただくか、郵送してください。
※応募申込書は生涯学習課にあります。
　「米子市ホームページ」からもダウンロードできます。
■応募期限　27日（月）必着
■応募・問い合わせ
〒 683－8686　東町 161－２　米子市役所第２庁舎
米子市教育委員会　生涯学習課（☎２３－５４４３）



■と き　31日（金）　午後７時30分開演（開場午後７時）
■ところ　さなめホール（ホワイエ）

▼音と映像で巡る星空コンサート
クラリネット（杉

すぎやまきよ

山清香
か

さん）、チェロ（須
す す き

々木竜
た つ き

紀さん）、
ピアノ（中

な か ば し よ し

橋芳恵
え

さん）によるミニコンサート　

▼「天の川の秘密」と題した星のお話
　淀江文化センター館長：塚

つ か

田
だ

慎
し ん す け

介

▼星にまつわる神話の世界を音楽と映像・語りで楽しんでい
ただきます
語り：綾

あ や

木
き さ や か

沙耶桂（児童文化センター）
音楽：オカリナ（杉山清香さん）、チェロ（須々木竜紀さん）、
ピアノ（中橋芳恵さん）

▼天体観測会（星空コンサート終了後。雨天・曇天の場合中止）
■入場料　前売 300円、当日 400円（未就学児無料）
※チケット発売中！
■定 員　130人（定員になり次第締切り）
■プレイガイド　淀江文化センター・公会堂・文化ホール・
　　　　　　　　児童文化センター

※いずれの作品も、午後１時～２時30分と、
午後３時～４時30分の２回上映。
■会場　淀江文化センター　さなめホール
■入場料金
　全席自由／１回前売 300円　当日 400円
チケットは７月４日（土）から発売開始
プレイガイド　市役所文化課・淀江文化セ
ンター、文化ホール、公会堂、児童文化セ
ンター、各プレイガイド他

▼８月６日（木）　「長靴下のピッピ」
世界一力持ちのピッピと仲間の大
冒険！

▼８月10日（月）　「白い船」
大きな海が見える児童数 17人の
小さな小学校で起きた、小さな奇
跡の物語

◆ワークショップ「みんなで一緒におっきな彫刻づくりに挑戦！」
　～みんなで作る米子市動物園～
とき　19日（日）～ 21日（火）
　　　　午前10時～正午・午後１時30分～３時30分
　　　　（１日通しての参加も可 ）
会場　美術館第４展示室
講師　藤田英樹さん（信州大学准教授・米子彫刻シ
　　　ンポジウム参加作家）、岩永啓司さん（彫刻家／
　　　米子彫刻シンポジウムアシスタント）
対象　小・中学生（小学校低学年は保護者同伴）
定員　各日 30人程度
参加費　300円（保険料、材料費）

※事前申込が必要です。

※展示期間　７月23日（木）～８月９日（日）

◆くっつきアート大作戦！
とき　19日（日）～ 21日（火）
　　　午前10時～午後４時（自由参加）
会場　美術館第３展示室
参加費　無料

※小学校低学年以下は保護者同伴

◆よなご彫刻オリエンテーリング大会
とき　７月28日（火）～８月７日（金） の 11日間
対象　小・中学生

※８月10日までに、キーワードを集めて、文章を完成
させた専用シートを米子市美術館にご持参ください。
素敵なプレゼントと交換します！先着50人！

◆こども石彫教室
とき 　 25日（土）、26日（日）※２日間通して開催
　　　いずれも午前 10 ～午後４時
会場　児童文化センター前庭
講師　近田裕喜さん（米子彫刻シンポジウム参加作
　　　家）、岩永啓司さん（彫刻家／米子彫刻シンポ
　　　ジウムアシスタント）
対象　小・中学生（小学生は保護者同伴）
定員　20人程度
参加費　500円（保険料、材料費）

※事前申込が必要です。

※展示期間　７月28日（火）～８月９日（日）は美術館、
８月12日（水）～ 23日（日）は児童文化センター

◆こども野外彫刻探検隊
とき　８月１日（土）、７日（金）

　 　 　いずれも午後２時～４時
対象　小・中学生（小学校低学年は保護者同伴）
定員　各日 30人程度
参加費　無料

※事前申込が必要です。

◆米子下町遊覧船de彫刻クルーズ
とき　８月２日（日）　午前 11時～正午・午後３時～４時
定員　午前、午後各18人ずつ
参加費　小・中学生 200円、高校生以上 500円
　　　　　（保険料、乗船料）
※小学生はなるべく保護者同伴。事前申込が必要です。



　米子の街には、「美しい日本の歩きたくなるみち 500選」にも選ば
れた『米子彫刻ロード』をはじめとし、皆生温泉や東山公園など市
内各所に、彫刻作品が設置されています。
　この夏、米子市美術館では、その地域の宝である野外彫刻を、米
子のこどもたちに、より身近なものとして親しんでもらい、「郷土愛」
をより深めてもらうため、「よなご☆こども彫刻フェア」を開催しま
す。
　今回、1988年から 2006年まで、およそ 20年にわたり実施され
た「米子彫刻シンポジウム」期間に制作され、現在設置されている
40基の野外彫刻に焦点を絞り、シンポジウム参加作家に直接、制作
の方法や作品制作のコンセプトなどをお話しいただくなど、多彩な
イベントを企画しています。
　米子の宝である彫刻作品のすばらしさを実感していただける、ま
たとない機会ですので、ぜひご参加ください。

▼開催期間　７月19日（日）～ ８月23日（日）　　 ▼開催場所　米子市美術館、米子市児童文化センター 他
※くわしくは、P９「情報クローズアップ」に掲載しています。

■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）
■URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/

平
均
寿
命
の
伸
び
や
少
子
化
を

背
景
に
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
行

す
る
な
か
、
今
ま
で
の
技
術
を
い

か
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
活
躍
し
て
い
る
方
、
人
生
大
学

な
ど
に
通
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
学
習

を
さ
れ
て
い
る
方
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん

で
い
る
方
な
ど
が
お

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
ほ
か

に
も
地
域
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝

統
行
事
な
ど
を
若
い
人
と
一
緒
に

な
っ
て
伝
え
て
い
る
方
な
ど
長
い

人
生
の
な
か
で
た
く
わ
え
て
き
た

経
験
、
知
識
、
技
術
な
ど
を
い
か

し
て
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活

し
て
い
る
高
齢
者
の
方
が
た
く
さ

ん
お
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
豊
か
な
経
験

や
知
識
が
あ
る
高
齢
者
が
、「
い

い
年
を
し
て
」「
も
う
年
な
ん
だ

か
ら
引
退
し
た
ら
」
と
年
齢
を
理

由
に
就
業
や
社
会
参
加
の
機
会
を

奪
わ
れ
た
り
、
介
護
を
必
要
と
し

て
い
る
高
齢
者
に
対
し
、
介
護
者

が
肉
体
的
・
心
理
的
虐
待
、
年

金
や
貯
金
の
搾さ

く
し
ゅ取

な
ど
の
経
済

的
虐
待
を
加
え
た
り
す
る
な
ど
、

高
齢
者
の
基
本
的
人
権
を
侵
害

し
、
心
身
に
深
い
傷
を
負
わ
せ

る
問
題
も
起
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
社
会

保
障
制
度
の
充
実
を
図
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
や
地
域
社
会
で
、
高
齢
者
の

豊
か
な
経
験
や
知
識
が
十
分
に

い
か
せ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
や

家
庭
の
中
で
安
心
し
て
生
き
が

い
を
も
っ
て
生
活
し
続
け
ら
れ

る
社
会
環
境

づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で

す
。

　

人
を
年
齢
で
決
め
つ
け
る
こ

と
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
多
様

性
を
認
め
合
っ
て
、
す
べ
て
の

人
が
年
齢
に
関
わ
ら
ず
社
会
を

構
成
す
る
一
員
と
し
て
尊
ば
れ
、

自
ら
の
意
思
で
何
事
も
自
由
に

参
加
で
き
る
こ
と
が
当
た
り
前

と
な
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

■
人
権
政
策
課

　
（
☎
23
―
５
４
１
５
）



く
ら
し
の

情
報

　

人
権
相
談

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

と

き　

10
日
㈮
、
８
月
10
日
㈪

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　

行
政
相
談

国
な
ど
役
所
へ
の
ご
要
望
、
ご
意

見
に
つ
い
て
行
政
相
談
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。予
約
不
要
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

▼
８
日
㈬
、
８
月
６
日
㈭
・
市
役

所
本
庁
舎
２
階
203
会
議
室

▼
22
日
㈬
・
市
役
所
本
庁
舎
４
階

402
会
議
室

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

問
い
合
わ
せ

協
働
推
進
課
（
☎
23
―
５
３
７
１
）

　

多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
等
相
談
会

弁
護
士
や
司
法
書
士
等
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。
１
件
30
分
。

要
予
約
。
毎
月
１
回
開
催
。

と
き　

28
日
㈫
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
・
予
約　

鳥
取
県
西

部
消
費
生
活
相
談
室
（
☎
34
―

２
６
４
８
）、
米
子
市
消
費
生
活

相
談
室
（
☎
35
―
６
５
６
６
）

　

米
子
市
消
費
生
活
相
談
室

買
物
、
訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
や

借
金
、
架
空
請
求
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
ご

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

相
談
時
間

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
４
階

　
　
　
　

消
費
生
活
相
談
室

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
消
費
生
活

相
談
室
（
☎
35
―
６
５
６
６
）

　

心
配
ご
と
相
談
・
法
律
相
談

●
心
配
ご
と
相
談

日
常
生
活
の
悩
み
や
心
配
ご
と
に

つ
い
て
、
相
談
員
（
民
生
委
員
）

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
不
要
で
、
無
料
で
す
。

と

き　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里　

１
階

●
法
律
相
談

問
い
合
わ
せ

米
子
税
務
署
（
☎
32
―
４
１
２
１
）

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

「
が
い
な
米
子
商
品
券
」
の
使
用

期
限
は
８
月
31
日
ま
で
で
す
！

「
が
い
な
米
子
商
品
券
」
の
使
用

期
限
は
、
平
成
21
年
８
月
31
日
㈪

ま
で
で
す
。
平
成
21
年
９
月
１
日

以
降
、「
が
い
な
米
子
商
品
券
」

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、「
が

い
な
米
子
商
品
券
」
を
お
持
ち
の

方
は
、
早
め
に
ご
使
用
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

商
工
課
（
☎
23
―
５
２
１
９
）

　

平
成
21
年
全
国
消
費
実
態
調
査

９
月
～
11
月
に
「
平
成
21
年
全
国

消
費
実
態
調
査
」を
行
な
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
統
計
上
の
抽
出
方

法
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
世
帯
の
方

に
、
世
帯
票
、
家
計
簿
、
耐
久
財

等
調
査
票
、
年
収
・
貯
蓄
等
調
査

票
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
調
査
で

す
。
こ
の
調
査
に
よ
り
我
が
国
の

所
得
、
消
費
及
び
資
産
の
水
準
や

構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
の
実
施
に
あ
た
り
、
調

査
地
域
の
世
帯
確
認
の
た
め
７
月

上
旬
か
ら
調
査
員
が
各
世
帯
を
お

う
か
が
い
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

総
務
省
統
計
局
が
市
町
村
を
通
じ

て
行
う
統
計
調
査
で
す
。

※
調
査
員
は
、「
調
査
員
証
」
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

▼
調
査
の
内
容
、
調
査
票
の
記
入

の
し
か
た
な
ど
に
つ
い
て
…
全
国

消
費
実
態
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
―
０
６
８
０
０
０
）

▼
調
査
員
の
訪
問
時
間
変
更
や
調

査
書
類
の
不
足
な
ど
に
つ
い
て
…

市
役
所
総
務
管
財
課
（
☎
23
―

５
３
２
４
）

　

７
月
か
ら
市
役
所
の
開
庁
時
間

が
変
更
に
な
り
ま
す

７
月
１
日
か
ら
、
市
役
所
、
淀
江

支
所
、
水
道
局
の
開
庁
時
間
が
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

米
子
市
で
は
、
今
後
と
も
業
務
の

効
率
的
な
実
施
に
よ
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

職
員
課
（
☎
23
―
５
３
４
２
）

弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
１
人
30
分
。
要
予
約
。

と

き　

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里　

１
階

※
法
律
相
談
の
予
約
は
、
毎
週
月
・

水
・
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後
３

時
に
、
☎
22
―
７
８
３
０
ま
で
。

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
23
―
５
４
９
０
）

　

鳥
取
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
・
離
婚
・

悪
徳
商
法
被
害
・
交
通
事
故
な
ど
、

行
政
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と

き　

４
日
㈯
、
８
月
８
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
会
議
室

（
米
子
駅
前
サ
テ
ィ
４
階
）

８
月
か
ら
は
、
毎
月
第
２
土
曜
日

に
行
な
う
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
行
政
書
士
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
７
―
24
―
２
７
４
４
）

　

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

相
続
、
贈
与
税
、
譲
渡
所
得
な
ど

の
資
産
税
関
係
の
ご
相
談
は
、
事

前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予

約
時
に
、
住
所
、
氏
名
、
相
談
内

容
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う



　

第
９
回
特
別
弔
慰
金

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受

け
て
い
た
方
が
平
成
17
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
の
間

に
亡
く
な
る
な
ど
し
、
平
成
21
年

４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
者
が
い

な
い
場
合
、
第
九
回
特
別
弔
慰
金

と
し
て
額
面
24
万
円
、
６
年
償
還

の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
ご
遺
族

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
お
一
人
で
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で１　

弔
慰
金
の
受
給
権
者

２　

戦
没
者
等
の
子

３　

戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

し
て
お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と

氏
が
同
じ
で
あ
る
戦
没
者
等
の
①

父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

４　

３
以
外
の
戦
没
者
等
の
①
父

母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５　

上
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺

族
で
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
三
親
等
内
の
親
族

請
求
期
間

平
成
24
年
４
月
２
日
ま
で

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
権
利
が

消
滅
し
、
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

障
が
い
者
支
援
課
（
☎
23
―

５
５
４
９
）、

淀
江
支
所
市
民
生
活
課
（
☎
56
―

３
１
１
３
）

　

福
祉
用
具
展
示
会

福
祉
用
具
の
利
用
方
法
や
関
連
制

度
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、福
祉
用
具
を
展
示
し
ま
す
。

と

き　

８
月
８
日
㈯
、
９
日
㈰

　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
７
時

※
９
日
は
午
後
５
時
ま
で

と
こ
ろ

「
ジ
ャ
ス
コ
日
吉
津
店
」
中
央
広
場

▼
福
祉
用
具
の
展
示

『
福
祉
用
具
体
験
』
…
シ
ル
バ
ー

カ
ー
・
杖
・
車
椅
子
な
ど
生
活
に

身
近
な
便
利
な
も
の
を
展
示
し
ま

す
。

『
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ナ
ー
』
…
誰
で
も
簡
単
に
使
え
る

便
利
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
相
談
コ
ー
ナ
ー

介
護
保
険
相
談
コ
ー
ナ
ー
…
鳥
取

県
長
寿
社
会
課
（
相
談
時
間
：
午

後
１
時
～
３
時
）、
住
宅
改
修
・
福

祉
用
具
相
談
コ
ー
ナ
ー
…
福
祉
用

具
供
給
協
会
、介
護
方
法
相
談
コ
ー

ナ
ー
…
鳥
取
県
作
業
療
法
士
会

問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
西
部
地
域
介
護
実
習
普
及

セ
ン
タ
ー（「
ふ
れ
あ
い
の
里
」内
）

（
☎
23
―
５
４
７
０
）

　

こ
ど
も
科
学
体
験
教
室
（
米
子

工
業
高
等
専
門
学
校
出
前
講
座
）

～
夏
休
み
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
科

学
教
室
～

昨
年
は
日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
に
沸
い
た
科
学
の
世
界
。で
も
、

な
ん
と
な
く
難
し
い
な
…
と
感
じ

て
い
ま
せ
ん
か
。

「
科
学
っ
て
自
分
と
は
縁
遠
い
存

在
」
と
思
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
、

「
子
ど
も
と
一
緒
に
何
か
を
体
験

で
き
る
経
験
っ
て
少
な
い
な
」
と

感
じ
て
い
る
お
父
さ
ん
、
ぜ
ひ
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
科
学
の
不
思
議

を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

「
真
空
実
験
」、「
バ
ラ
ン
ス
の
ふ

し
ぎ
」
な
ど
、
科
学
現
象
を
楽
し

く
体
験
で
き
る
実
験
を
行
な
い
ま

す
。

と

き　

８
月
１
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ

米
子
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
か
ぷ
り
あ
」
第
１
会
議
室

（「
米
子
駅
前
サ
テ
ィ
」
４
階
）

講

師　

米
子
工
業
高
等
専
門
学

校　

准
教
授　

越お

ち智
信の

ぶ
あ
き彰

さ
ん

募
集
人
数　

親
子
で
参
加
で
き
る

小
学
生
20
組

※
10
日
㈮
午
前
8
時
30
分
か
ら
申

込
受
付
開
始
。

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

男
女
共
同

参
画
推
進
課
（
☎
23
―
５
４
１
９
）

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

▼
12
日
㈰
午
前
８
時
10
分
・
米
子

駅
集
合
（
８
時
30
分
発　

松
江
駅

下
車
）、行
き
先
…
松
江
方
面
（
松

江
フ
ォ
ー
ゲ
ル
パ
ー
ク
、
カ
ラ
コ

ロ
広
場
ほ
か
行
程
約
８
㎞
）、
弁

当
持
参
、運
賃（
大
人
往
復
1,680
円
）、

入
園
料
（
1,350
円
）、
解
散
予
定
午

後
４
時
（
帰
り
…
松
江
駅
乗
車
）

▼
８
月
２
日
㈰
午
前
８
時
30
分
・

米
子
市
役
所
集
合
、
市
内
寺
め
ぐ

り
（
感
応
寺
、
総
泉
寺
方
面　

行

程
約
４
㎞
）、
解
散
予
定
正
午

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　
「
米
子
盆
踊
り
」
講
習
会

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
米
子

盆
踊
り
」講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

米
子
の
地
で
三
百
年
以
上
前
か
ら

踊
り
継
が
れ
た
民
俗
芸
能
を
覚
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

と

き　

25
日
㈯
、
８
月
１
日
㈯

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
大
会
議
室

※
参
加
無
料
で
、申
込
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
課
内
「
米
子

盆
踊
り
実
行
委
員
会
」（
☎
23
―

５
４
３
７
）

お
互
い
が
優
し
い
心
を
も
ち
よ
っ
て　

笑
顔
が
生
ま
れ
る
ん
だ
ね　
　
　
　

市
民
応
募
作
品

自衛官募集
防衛省では、各種自衛官を募集しています。
くわしくは、自衛隊米子地域
事務所（☎３３－２４４０）まで。
●自衛官採用試験日程

募集種目 受付期間 試 験 日
（一次試験）

２等陸・海・空士
８／１～
９／11

男子９／19（土）
女子９／27（日）

一般曹候補生 ９／19（土）
航空学生 ９／23（水）

●自衛隊受験説明会
説明会
開催日 時 間 会 場

７／26（日） 午前９時
～正午

米子コンベンション
センター第６会議室

８／３（月）
午前10時～ 自 衛 隊 米 子 地 域 事 務 所

(「米子しんまち天満屋」横）８／４（火）
８／30（日） 午前９時

～正午
米子コンベンション
センター第６会議室９／６（日）



　

米
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

米
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
の
援
助
を

行
な
っ
て
い
た
だ
く“
援
助
会
員
”

を
募
集
し
て
い
ま
す
！

子
ど
も
の
好
き
な
方
・
育
児
経
験

の
あ
る
方
・
何
か
や
っ
て
み
た
い

方
・
・
・
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

で
あ
れ
ば
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
の
会
員
に
な
っ
て
地
域
の
中

で
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
援
助
会
員
登
録
講
習
会

子
ど
も
の
発
育
・
病
気
、
子
ど
も

の
遊
び
（
身
近
な
材
料
で
お
も

ち
ゃ
を
作
り
ま
す
）、
子
ど
も
の

心
の
発
達
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

受
講
は
無
料
で
す
。

と

き　

６
日
㈪

午
前
９
時
10
分
～
午
後
４
時
10
分

と
こ
ろ

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
４
階

申
込
期
限　

３
日
㈮

※
託
児
有
り

申
込
・
問
い
合
わ
せ

米
子
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー
（
☎
32
―
０
０
１
６
）

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
教
養
講
座

●
社
会
で
役
立
つ
毛
筆
習
字
教
室

社
会
に
出
る
と
急
に
増
え
る
冠
婚

葬
祭
。
ご
祝
儀
、
香
典
袋
、
年
賀

状
な
ど
の
書
き
方
を
学
び
ま
す
。

と

き　

７
月
27
日
～
10
月
26
日

定

員　

16
人

●
い
ざ
と
い
う
時
の
着
物
着
付
教
室

自
分
で
着
物
の
着
付
が
で
き
た
ら

…
と
思
っ
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん

か
？
浴
衣
の
着
付
か
ら
着
物
の
着

付
へ
。

い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
ち
ま
す
！

と

き

７
月
27
日
～
～
11
月
２
日

定

員　

18
人

▼
い
ず
れ
の
講
座
も
…

時

間　

午
後
７
時
～
９
時

（
毎
週
月
曜
日　

全
12
回
）

家
事
分
担　

支
え
合
い
か
ら　

信
頼
感　
　
　
　

米
子
南
高
等
学
校
生
徒

と
こ
ろ　

米
子
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
米
子
産
業
体
育
館
裏
）

対

象　

勤
労
青
少
年
（
空
き
が

あ
れ
ば
一
般
希
望
者
も
可
）

受
講
料　

無
料　

申
込
締
切　

24
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

米
子
市

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
34
―

５
１
５
４
）

　

鳥
取
環
境
大
学
公
開
講
座

テ
ー
マ　
「
自
然
と
共
生
で
き
る

地
域
の
再
生
」

講
師　

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

　
　
　

教
授　

三み
つ

野の　

徹と
お
る

さ
ん

と

き

11
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ

「
本
の
学
校
」（
新
開
二
丁
目
）

※
講
座
の
前
日
ま
で
に
、
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
。

※
と
っ
と
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携

講
座
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

鳥
取
環
境

大
学
企
画
広
報
課
（
☎
０
８
５
７

―
38
―
６
７
０
４
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
５
７
―
38
―
６
７
０
９
・
Ｅ

メ
ー
ル
…kouryu@

kankyo-u.
ac.jp

）

平成21年度（第45回）

米子人生大学
■期間　６月15日（月）～ 11月16日（月）　年間11回
　　　　午後２時～４時（開場午後１時30分）
■会場　米子市文化ホール　メインホール
■申込方法　講座の開催日に、会場でお申し込みくださ
い。電話申込みはできません。
■受講料　年間 1,000円

（初めて受講される日に会場受付でお支払いください。）
■問い合わせ　生涯学習課
　　　　　　　（市役所第２庁舎　☎２３－５４４４）

▼７月の講座
とき 内 容

13 日
（月）

「国際協力を一緒に考えましょう」
～岩村昇・山根正子さんから学ぶこと～

　日本・ネパール人づくり協力会
　会長　廣

ひ ろ

江
え

　研
け ん

さん

27 日
（月）

「鳥取砂丘の生い立ちと現状、
そして保全、活用のあり方」

　鳥取大学地域学部　地域環境学科
　准教授　小

こ

玉
だ ま

芳
よ し の り

敬さん

※年間スケジュールは、生涯学習課・市役所１階ホール・
各公民館にあるチラシの裏面をご覧ください。
※とっとり県民カレッジ連携講座です。
※出席回数・修了回数に応じて、修了証・皆勤賞・永年
受講賞があります。

伯耆古代の丘公園からお知らせ
「向山古墳群」を整備した園内では推定 2000年前と言わ
れる「大賀蓮」をはじめ 40種類の蓮が６月下旬から８月
にかけて池いっぱいに花を咲かせます。皆さんおそろい
でお出かけください。

●夏休みこどもチャレンジ広場
陶芸・カリンバ（楽器）・たまごアート・グラスアート・
押し花・木の実リースの工作教室などを体験します。

▼とき　26日（日）

●ライブコンサート (蓮の園にて )

▼ 26日（日）午後１時30分～　出演　カリンバごっこ

▼８月９日（日）午後６時～　出演　港ベンチャーズ

「古代の丘ぎゃらりー」予定
７月／陶芸展（外江陶芸クラブ）　８月／切り絵展

（幅
は ば

田
た

由
ゆ か

香）　９月／刺しゅうと生花展（古志社中）
10月／木目込人形

■開園時間　７月１日～８月15日は午前８時～午後５時
　※通常は午前９時30分から開園
■入園料（　）内は市外の方の料金
　高校生以上 200円（300円）
　小・中学生 50円（100円）
■休園日　第２・第４水曜日
■問い合わせ　伯耆古代の丘公園
　　　　　　　（☎５６－６８１７）



助
け
合
い　

す
れ
ば
家
族
も　

円
満
に　
　
　
　

米
子
南
高
等
学
校
生
徒

●パステルアート合同展
パステル和アートインストラクターによる合同展。

▼と き　17 日（金）～ 20 日（月）
　　　　　午前10時 ～午後５時（20日は午後３時まで）

●はらだとしこ 詩画教室合同展
詩画てがみ・詩画を基にして制作した一

い っ か ん

閑張
ば

り、行
あ ん ど ん

灯、
ランプなどを展示。

▼と き　22 日（水）～ 26 日（日）
　　　　　午前10時～午後６時（26日は午後４時まで）

●現展山陰支部
　小品展
絵画、デザイン、工芸、
立体（彫刻）など約40点
を展示。

▼と き
　28日（火）～８月２日（日）
　午前９時～午後７時
　（２日は午後４時まで）

■会場・問い合わせ
米子コンベンション
センター

（☎３５－８１１１）

鷲見三郎没後25年

大谷康子ファミリーコンサート
みんなで楽しもう!! ヴァイオリンのひびき♪

ヴァイオリニスト大谷康子ととも
に、ピアノはＣＭ音楽界において
数々の賞を受賞をしている中川俊
郎によるファミリーコンサート。
米子市出身の世界的ヴァイオリン
教育者鷲見三郎の没後25年に、こ
どもからおとなまでヴァイオリン
音楽の楽しさを伝えてくれるコン
サートをご堪

た ん の う

能ください。曲目は、
クライスラー作曲「愛の喜び」ほか。
■と き　８月23日（日）開演午後２時
　　　　　　（開場午後１時30分）
■と こ ろ　米子市公会堂　大ホール
■チケット　こども券（４歳以上中学生以下）1,500円、
　　　　　　おとな券（高校生以上）2,500円、
　　　　　　親子券（こども１人＋おとな１人）3,000円
※友の会会員、10枚以上の団体料金は２割引き、
当日券は各500円増。
■託児あり（要申込）
※くわしくはお問い合わせください
■問い合わせ　米子市文化ホ－ル（☎３５－４１７１）

「むきばんだ遺跡中央ガイダンス施設」
の名称を募集します！

来年４月４日（日）に
オープンする、遺跡
の見学や体験学習の
拠点となる「中央ガ
イダンス施設（仮称）」
の名称を募集します。
■条 件　鳥取県の弥生時代の遺跡であることが想
起でき、親しみやすく、響きが良いもの
■応募期限　21日（火）午後５時必着
■応募方法　「中央ガイダンス施設（仮称）」の名称と、
名称命名の理由またはその意味を簡潔にまとめ、住所、
氏名（ふりがな）、連絡先を明記のうえ、妻木晩田遺跡
事務所までご応募ください。
※応募方法など、くわしくはお問い合わせください。
■賞　最優秀賞１点（賞金３万円ほか）、優秀賞３点（賞
金１万円、鳥取県の農畜産物詰め合わせ）ほか

「むきばんだ夏の星座観察会」参加者募集
講師の先生のお話を聞きながら、弥生人の気持ちで星空を
楽しみませんか。（要申込み）
■と き　８月22日（土）午後７時～９時
■と こ ろ　妻木晩田遺跡
■参加費用　無料　　　　　■定 員　なし

■申込期間　13日（月）～８月17日（月）

「むきばんだ親子考古学教室」参加者募集
夏休みの楽しい思い出の一つとして、むきばんだ遺跡で発
掘体験など親子で考古学について学びませんか。（要申込み）
※宿泊希望の方には「大山青年の家」を斡旋します。（希望
者３名以上で宿泊利用可）
■と き　８月22日（土）、23日（日）
　　　　　　午前10時～午後３時
■と こ ろ　妻木晩田遺跡
■定 員　30人
※小学校５、６年生とその保護者で２日間とも参加できる方
※応募者多数の場合は抽選。
■参加費用　無料（参加賞あり）
■申込期間　13日（月）～８月７日（金）

【会場・申込・問い合わせ】
妻木晩田遺跡事務所（☎３７－４０００）
http://www.pref.tottori.lg.jp/mukibanda/

「むきばんだ」からのお知らせ



米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

堀 住 宅 淀 江 町 206 簡易耐火
２ 階 建 2DK 10,900

～ 21,500 S58

皆 生
住 宅 皆 生 8R1 102 中層耐火

３ 階 建 2LDK 21,800
～ 42,900 H8

（シルバーハウジング）

白 浜
住 宅 淀 江 町 20W1 ７ 木 造

平 屋 建 3LDK 26,900
～ 52,800 H20

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）がある方
ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身で
のお申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方
　（平成21年４月から、市営住宅入居収入基準が変わりました。
　くわしくは、お問い合わせください。）
●現に住宅に困窮していることが明らかな方
●米子市税などに滞納がない方
●暴力団員でないこと
■シルバーハウジング
生活援助員派遣事業の対象住宅で、所得税課税世帯については、
住宅家賃以外に、派遣手数料が必要となります。
60歳以上の方（配偶者は除く）のみの世帯が対象で、配偶者以
外で 60歳未満の同居者がある世帯は、お申込みができません。
■申込受付期間　１日（水）～９日（木）　土・日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域振興課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類　住宅申込書、所得に関する証明書、住
民票（世帯全員のもの。外国人の場合は、外国人登録法第４条
第１項の登録を受けていることを証明する書類）。その他、申
込理由により添付書類が必要となる場合があります。住宅申込
書などは建築住宅課、淀江支所地域振興課にあります。
■入居選考方法　14日（火）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　８月１日（土）
次回の市営住宅入居者募集期間は、３日～ 11日の予定です。
■問い合わせ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

特定公共賃貸住宅（所在地：陰田町　3LDK　家賃月額
69,000円）も募集しています。上記公営住宅に比べ収入基
準が高く、15 万 8,000 円から 48 万 7,000 円までの世帯
が対象（単身不可）となります。また、店舗（所在地：東町・
27.72㎡・家賃月額 33,000円）も募集しています。
特定公共賃貸住宅・店舗についてのお問い合わせは、随時
受け付けています。

開発公社所有地を売払いします
米子市土地開発公社では、次のとおり一般公募により公
社所有地４区画を分譲します。
■売払物件
　の案内図

■売払物件　両三柳 4670－１、４、５、７（４区画）
　　　　　　地目：宅地
■１区画当りの面積　241.77 ㎡～ 307.24 ㎡
■分譲価格　7,234,596円～ 8,695,056円
■用途地域　市街化調整区域
■申込方法　所定の申込書に住民票の謄本を添えて、受
付期間内に土地開発公社に申込ください。
■現場説明　16日（木）午前10時、現地で行ないます。
■申込期間　17日（金）～ 30日（木）
■譲受人の決定　複数の申込のあった区画は、抽選によ
り決定します。
■問い合わせ　米子市土地開発公社（☎２２－６３５５）

一
人
ひ
と
り
を
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め
合
い　

共
に
築
こ
う
参
画
社
会　
　
　
　

美
保
テ
ク
ノ
ス
株
式
会
社
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女
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同
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業
）

米子高専・米子市教育文化事業団連携事業

建築講座
「建物をデザインすることのおもしろさ
　～アメリカの学校や美術館の名作に学ぶ～」

多民族が暮らすアメリカ合衆国は、世界中から多くの
才能ある建築家を集めてきました。学校や美術館の写
真と模式図を紹介しながら、教師と子どもの親密な関
係を作るための手法、人々に感動を与える建築の魅力
などを分かりやすく説明します。参加無料です。
■と き　８月１日（土）　午後２時～
■ところ　米子市文化ホール　展示室
■講 師　細田智久　米子高専建築学科　専任講師
　　　　　博士（工学）　一級建築士
■定 員　40人（先着順・７月10日から電話受付）
■申込・問い合わせ　米子市文化ホール（☎３５－４１７１）

　サマージャンボ宝くじの収益金は、発売元である都道府県を通じて、各市町村振興協会
へ交付され、市町村のより良いまちづくりのために活用されています。
　収益金の各県への配分は、その県の宝くじの販売実績等に応じて交付されますので、県
内でのご購入をお願いいたします。
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お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆
対 象 児 接 種 日

H21年３月26日～４月８日生 ７月８日（水）
H21年４月９日～４月22日生 ７月22日（水）
H21年４月23日～５月11日生 ８月11日（火）

７・８月はポリオはお休みします

胃がん集団検診日程
月 日 場 所 受付時間

16 日（木） 大高公民館 午前７時30分～８時
県公民館 午前９時～９時30分

17 日（金） 春日公民館 午前７時30分～８時
巌公民館 午前９時～ 10時

■前日の午後９時以降は絶食してください。
■必ず受診票をご持参ください。

ふしめ歯科検診(歯周疾患検診)
を受けましょう！

▼対象　今年度中に 40・50・60・70 歳になる方で、
　　　　希望される方
※昭和44.4.1～45.3.31生、昭和34.4.1～35.3.31生、
　昭和24.4.1～25.3.31生、昭和14.4.1～15.3.31生 の方

▼検診場所　歯科医院（鳥取県西部歯科医師会）

▼検査内容　問診、歯周組織検査

▼自己負担金　　40・50・60歳の市民税課税世帯の
　方…500円、70歳・市民税非課税世帯の方…200円、
　生活保護世帯の方…無料

▼実施期間　７月１日～ 12月末

▼申込みは、市役所健康対策課まで。

結核・肺がん検診日程
月日 と こ ろ と き

７月17日（金）
淀 江

大和分館 午前９時30分～10時20分
中間公民館 午前10時40分～11時20分
小波上公民館付近 午前11時40分～正午
桜台集会所 午後１時20分～１時50分
佐陀３部公民館 午後２時10分～２時40分

７月21日（火）
淀 江

佐陀浜集会所 午前９時20分～10時20分
佐陀新田公民館 午前10時40分～11時
ニューやまと公民館 午前11時20分～11時40分
大和理容所（大和農協跡地） 午後１時～２時20分
小波浜公民館 午後２時40分～３時40分

７月22日（水）
淀 江

漁村センター 午前９時30分～11時30分
稲吉集落センター 午後１時～２時
淀江歴史民族資料館 午後２時20分～３時

７月24日（金）
淀 江

福井製茶前 午前９時30分～９時50分
富繁構造改善センター 午前10時10分～10時30分
宇田川分館 午前10時50分～11時10分
真名井コミュニティーセンター 午前11時30分～11時50分
福平公民館 午後１時～１時40分
西尾原集荷場 午後２時～２時20分
本宮構造改善センター 午後２時40分～３時

８月４日（火）
淀 江

淀江公民館 午前９時30分～11時30分
淀江公民館 午後１時～２時30分

８月５日（水）
淀 江

淀江公民館 午前９時30分～11時30分
淀江公民館 午後１時～２時30分

８月７日（金）
淀 江

松田木材前 午前９時30分～９時50分
米子市淀江支所 午前10時10分～11時30分
白浜公民館 午前11時40分～正午
淀江中学校 午後１時20分～２時40分

◆対象者　市内にお住いの 40歳以上の方
◆内 容　胸部レントゲン検査（問診の結果により「たん」の
検査を受けることもできます）
◆料 金　レントゲン撮影は無料

「たん」の検査は、69歳以下の市民税課税世帯の方は 900円、
市民税非課税世帯の方・70歳以上の市民税課税世帯の方は 300
円、生活保護世帯の方は無料です。
◆受診券　米子市健康診査受診券の中に「結核・肺がん検診受
診券」が新たに加わりましたので、受診される際には必ずご持
参ください。
※くわしくは地区回覧をご覧ください。

■アスベスト（石綿）関連疾患の検診を実施しています。
　アスベスト健康被害に関し、不安があり検診を希望される
　方は、結核・肺がん検診の問診の際にお申し出ください。
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発 達 相 談
お子さんの発達などで気になっていること、ご心配なことについて相談をお受けします。「落ち着きがない」、「パニックをおこす」、「こ
だわりが強い」、「集団行動がとれない」など、どのように対応したらよいか一緒に考えてみませんか。お気軽にご相談ください。
■と き　24日（金）、８月28日（金）午後１時～　　■と こ ろ　「ふれあいの里」３階
■対 象　３歳～６歳（就学前）　　　　　　　　　　■スタッフ　医師、保育士、心理士、エールスタッフ、保健師
■申込方法　予約が必要です。希望の日時を希望日の２週間前までにご連絡ください。申し込まれた方には、後日案内を郵送します。

７月から12月まで大人のいろいろな健診を行ないます

健診の種類 対象者
（今年度中の年齢）

自己負担金

受診方法及び内容70歳以上（※１）
の方・市民税非
課税世帯の方

左記以外の方

特定健診及
び後期高齢
者 の 健 診

40歳以上の方
（国民健康保険加入者と後期高齢者医療加
入者のみに実施します。※２）

500円

医療機関：問診、尿検査、血圧測定、貧血、
肝機能、腎機能、LDL・HDL コレステロール、
中性脂肪、血糖、心電図、腹囲測定など
※ 65歳以上の方は同時に介護予防健診を実
施します。

大 腸 が ん 検 診 40歳以上の方
（職場などで該当する検診を受ける方は除
きます。）

400円 1,400円 医療機関：問診、便潜血検査

胃がん検診
400円 1,400円 検診車：問診、胃透視（レントゲン検査）

1,100円 3,300円 医療機関：問診、胃透視または内視鏡検査（胃
カメラ）

肝　炎
ウイルス
検　査

40歳以上の方で、職場の検診等で検査を受ける
機会がない方で検査を希望される方

（過去に肝炎ウィルス検査を受けたことのある
方は除きます。）

特定健診等と同時に検査した場合
医療機関：問診、採血（Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイ
ルス）

300円 1,100円
肝炎のみを検査した場合

500円 1,700円

乳がん検診 平成20年度に乳がん検診を受けてない 40
歳以上の女性 600円 1,900円

医療機関及び検診車：問診、視触診、マン
モグラフィ ( 乳房 X 線検査）
（マンモグラフィは予約が必要です。）

子宮がん
検　　診

20歳以上の女性
（30歳未満の方には受診券を送りませんの
で、受診希望の方はお申込みください。）

・頚部　700円
・頚部＋体部

　1,200円

・頚部　2,200円
・頚部＋体部

　3,800円

医療機関：問診、視診、内診、細胞診
（体部がん検診は医師が必要と判断した方の
みです。）

女 性
特 有
の
が ん
検 診

乳
が ん

平成20年 4 月 2 日から平成21年 4 月 1 日
までの間に、40歳、45歳、50歳、55歳、
60歳になった女性

国の経済危機対策により今年度の
み無料（※３）

（子宮体部がん検診は負担金が必要
です。）

乳がん検診と同様

子 宮
頸
が ん

平成20年 4 月 2 日から平成21年 4 月 1 日
までの間に、20歳、25歳、30歳、35歳、
40歳になった女性

子宮がん検診と同様

※１…70歳以上の方…昭和15年３月31日までに生まれた方
※２…国民健康保険以外の被用者保険（全国健康保険協会管掌健康保険など）加入者の特定健診はそれぞれの保険者が実施します。
※３…女性特有のがん検診対象の方は、受診の際、後日送付する「無料クーポン券」を持参してください。
■生活保護世帯の方は無料です。
■６月末に 40歳以上の国保加入者、30歳以上の女性、45・50・55・60歳以上の男性の方に受診券を送りました。受診券がないと
　健診は受けられません。届いていない方で健診を希望される方はお申込みください。
　なお、女性特有のがん検診対象の方には、後日「無料クーポン券」を送付いたします。
■ 乳がん検診を受診するには申込みが必要です。「平成21年度健康診査受診券」の説明をご覧のうえ、申込みをして受診してください。
■人間ドック申込者（国民健康保険・後期高齢者医療保険加入者のみ）はドックで同様の検査をしますので、上記の特定健診、胃・
　大腸がん検診は受けられません。
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か
せ
な
ど
。

◆
だ
く
ち
る
お
は
な
し
会
（
協
力
・

お
は
な
し
グ
ル
ー
プ
だ
く
ち
る
）

25
日
㈯
午
後
２
時
15
分
～
３
時
、
対

象
・
幼
児
～
大
人
。

◆
親
子
で
遊
ぼ
う

―
体
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
を
楽
し
も
う
―

20
日
㈪
午
前
10
時
～
正
午
、
対
象
・

５
歳
以
上
～
小
学
４
年
生
程
度
と
そ

の
保
護
者
。
定
員
・
親
子
30
組
、
無

料
。（
講
師　

小お

だ田　

享と
お
る

さ
ん
）

◆
い
の
ち
輝
け
子
ど
も
た
ち

～
こ
ん
に
ち
は　

赤
ち
ゃ
ん
～

５
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時
45
分
、
対

象
・
０
歳
児
と
そ
の
保
護
者
、
児
童
・

生
徒･

学
生
（
小
学
５
年
生
～
大
学

生
）、
参
加
費
100
円
（
保
険
代
）。
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク（
協

力
・
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク
実
行
委
員
会
）

毎
週
日
曜
日
と
休
日
の
月
曜
日
、
午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
。
屋
外
に

冒
険
遊
び
場
を
開
い
て
い
ま
す
。
午

後
２
時
か
ら
大
会
を
し
ま
す
。
12
日

㈰
コ
マ
ま
わ
し
、19
日
㈰
ク
ギ
た
て
、

26
日
㈰
ベ
ー
ゴ
マ
。
対
象
・
幼
児
～

大
人
、
無
料
。
子
ど
も
会
等
団
体
利

用
も
で
き
ま
す
（
要
申
込
）。

◆
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
出
張
事
業　

（
共
催
・
ま
な
び
ネ
ッ
ト
き
ず
な
）

作
っ
て
遊
ぶ
工
作
、
将
棋
、
こ
ま
、

ベ
ー
ゴ
マ
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等

を
『
お
お
ぞ
ら
号
』
に
満
載
し
て
ご

希
望
の
場
所
に
出
掛
け
る
「
お
お
ぞ

ら
コ
ー
ス
」、
天
体
望
遠
鏡
で
星
を

見
る
「
天
体
観
測
コ
ー
ス
」
が
あ
り

ま
す
。
対
象
・
単
位
子
ど
も
会
な
ど
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

電
話
受
付

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

●
セ
ン
タ
ー
前
の
道
路
は
駐
車
禁
止

で
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
開
館
日
は
、
申
請
す
れ
ば
有
料
で

午
後
10
時
ま
で
利
用
可
。

◆
ダ
ン
ゴ
ム
シ
レ
ー
ス
大
会
2009

18
日
㈯
～
８
月
31
日
㈪
。
開
館
時
間

中
い
つ
で
も
参
加
可
。
参
加
記
念
品

あ
り
。
大
会
終
了
後
、
優
勝
者
に
は

賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
会
場
：
水
鳥

公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
夏
休
み
特
別
企
画

「
思
い
出
の
う
ち
わ
を
作
ろ
う
！
」

18
日
㈯
～
８
月
31
日
㈪
。
開
館
時
間

中
い
つ
で
も
作
れ
ま
す
。
材
料
費
100

円
、
会
場
：
水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー

◆
夏
休
み
お
も
し
ろ
講
座
①

「
昆
虫
標
本
を
作
ろ
う
！
」

19
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
正
午
、
小

学
生
以
上
対
象
先
着
20
人
、要
予
約
、

米
子
水
鳥
公
園

有

料

広

告

材
料
費
200
円
、
会
場
：
水
鳥
公
園
ネ

イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
自
然
観
察
会

「
家
族
み
ん
な
で
メ
ダ
カ
捕
り
！
」

20
日
㈪
（
海
の
日
）
午
前
10
時
～
正

午
、
申
込
不
要
。
タ
モ
網
と
入
れ
物

持
参
。
長
ズ
ボ
ン
と
長
靴
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
集
合
：
水
鳥
公
園
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
講
座

「
小
鳥
の
お
家
を
作
ろ
う
！
①
」

26
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午
、
小
学
生

の
親
子
対
象
先
着
10
組
、
要
予
約
、

材
料
費
100
円
、
会
場
：
水
鳥
公
園
ネ

イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
子
ど
も
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
「
水

鳥
公
園
の
生
き
物
図
鑑
を
作
ろ
う
！
」

31
日
㈮
～
８
月
２
日
㈰
午
前
９
時
～

正
午
（
３
日
連
続
）、
小
学
３
年
生

～
中
学
３
年
生
対
象
、
先
着
20
人
、

要
予
約
、
材
料
費
100
円
、
集
合
：
水

鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
夏
休
み
お
も
し
ろ
講
座
②
「
身
近

な
生
き
物
を
味
わ
い
隊
！
」

８
月
９
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
１

時
、
小
学
生
以
上
先
着
20
人
、
要
予

約
、
材
料
費
100
円
、
会
場
：
水
鳥
公

園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

●
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
に
は
、
高
校
生

～
70
歳
未
満
の
方
は
入
館
料
300
円
が

必
要
で
す
。

開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

今
月
の
休
園
日　

毎
週
火
曜
日



の
文
化
財　

小
柳
わ
か
れ
の
道
標
」・

発
表
者
：
小お

だ田　

隆た
か
し

さ
ん

◆
古
文
書
研
究
会

25
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
、
大
会
議

室
、「
米
子
神
社
由
来
記
か
ら
幕
末

期
に
米
子
に
あ
っ
た
す
べ
て
の
神
社

の
由
来
記
を
読
む
」（
第
３
回
）、
講

師
…
中な

か　

宏こ
う

さ
ん

◆
職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
「
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
」

４
日
㈯
午
後
１
時
～
２
時
30
分
、
大

会
議
室
、
原
則
事
前
申
込
。
く
わ

し
く
は
、
㈳
鳥
取
県
高
齢
・
障
害

者
雇
用
促
進
協
会
（
☎
0857
―
32
―

８
２
６
１
）
へ
。

◆
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

▼
特
許
無
料
相
談
会

14
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分
、
特
設
文
庫
室
、
要
事
前
申
込
。

▼
特
許
情
報
相
談
会

28
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４

時
、
特
設
文
庫
室
、
要
事
前
申
込
。

く
わ
し
く
は
、
㈳
発
明
協
会
鳥
取
県

支
部
（
☎
0857
―
52
―
６
７
２
８
）
へ
。

◆
鳥
大
連
携
講
座

「
科
学
あ
そ
び
を
体
験
し
よ
う
」

５
日
㈰
午
後
２
時
、
大
会
議
室
、
講

師
：
鳥
大
准
教
授　

森も
り
か
わ川　

修お
さ
む

さ
ん

対
象
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
参

加
費
無
料
、
定
員
50
人
、
要
申
込
。

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

（
金
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
）

今
月
の
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
31

日
㈮
（
月
末
資
料
整
理
）

◆
特
別
企
画
展
「
戦
争
の
記
録
展
―

米
子
市
民
の
生
活
と
戦
争
―
」

会
期
：
18
日
㈯
～
８
月
31
日
㈪

戦
時
下
の
市
民
の
暮
ら
し
の
様
子

を
、
当
館
が
収
蔵
す
る
資
料
や
写
真

パ
ネ
ル
な
ど
で
振
り
返
り
ま
す
。
前

売
券
販
売
中
。

観
覧
料
：
一
般
300
（
250
）
円
、高
校
・

大
学
生
200
円
。

※
（　

）
内
は
前
売
り
、
15
人
以
上

の
団
体
料
金
（
70
歳
以
上
、
中
学
生

以
下
、
障
が
い
の
あ
る
方
、
要
介
護

者
・
そ
の
介
護
者
の
方
は
無
料
）

◆
民
話
の
へ
や
（
共
催
：
ほ
う
き
民

話
の
会
）

19
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分
、

２
階
「
い
ろ
り
の
間
」、民
話
４
話
（
久

米
城
の
は
じ
ま
り
・
血
染
め
の
さ
ら
・

鬼
の
面
・
宗
像
淵
の
鯉
）、
民
話
ひ

と
く
ち
解
説
：
酒さ

か
い井
董た

だ
よ
し美
さ
ん

開
館
時
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

◆
体
験
学
習

　
「
ま
が
玉
・
石
包
丁
つ
く
り
」

ま
が
玉
、
石
包
丁
の
ど
ち
ら
か
を
つ

く
り
ま
す
。
毎
週
土
曜
日
、
午
前
10

時
～
午
後
３
時
、
研
修
室
、
参
加
費

300
円
（
材
料
費
・
保
険
代
）、
対
象
：

小
学
５
年
生
～
一
般
（
小
学
４
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◆
学
術
講
演
会
「
米
子
の
近
代
建
築

―
旧
米
子
市
庁
舎
を
中
心
に
―
」

山
陰
歴
史
館
（
旧
米
子
市
庁
舎
）
の

建
物
を
中
心
に
、
米
子
の
近
代
建
築

物
の
美
し
さ
や
そ
の
特
徴
に
つ
い
て

の
講
話
で
す
。
20
日
㈪
午
後
２
時
～

３
時
30
分
、
会
場
：
「
ふ
れ
あ
い
の

里
」
中
会
議
室
１
・
２
（
４
階
）、
講

師
：
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
名
誉

教
授　

和わ

だ田
嘉よ

し
ひ
ろ宥

さ
ん
、
資
料
代
300

円
、
定
員
100
人
、
申
込
不
要
。

開
館
時
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日
、
22

日
㈬

◆
米
子
市
美
術
館
常
設
展
Ⅰ

「
美
人
図
鑑
」

収
蔵
作
品
の
中
か
ら
、
女
性
が
モ

チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
作
品
に
焦
点

を
絞
り
、
展
観
し
て
い
ま
す
。

会
期
：
８
月
９
日
㈰
ま
で
【
水
曜
日

休
館
・
た
だ
し
８
月
５
日
㈬
は
開
館
】

観
覧
料
：
一
般
310
円
、
高
校
・
大
学

生
150
円

※
15
人
以
上
の
団
体
は
50
円
割
引
。 

70
歳
以
上
、
中
学
生
以
下
、
障
が
い

の
あ
る
方
（
介
護
者
１
人
含
む
）、
米

子
市
美
術
館
後
援
会
々
員
は
無
料
。

■
関
連
事
業　

学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク

７
月
４
日
㈯
、
８
月
８
日
㈯
午
後
２

時
～

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

今
月
の
休
館
日　

毎
週
水
曜
日

◆
つ
つ
じ
読
書
会

４
日
㈯
午
後
２
時
、
特
設
文
庫
室
、

塩し
お
の
な
な
み

野
七
生
著
（
新
潮
社
）「
塩
野
七

生
ル
ネ
サ
ン
ス
著
作
集
４
巻
、
海
の

都
の
物
語
」（
上
）

◆
楽
し
く
漢
文
に
学
ぶ
会

12
日
㈰
午
後
１
時
30
分
、
特
設
文
庫

室
、『
論
語
新
釈
』　

宇う

の野
哲て

つ
と人　

著

（
講
談
社
学
術
文
庫
）「
為い

政せ
い
へ
ん篇

」

◆
お
は
な
し
会

☆
毎
週
木
曜
日（
協
力
：
ほ
し
の
ぎ
ん
か
）

☆
17
日
㈮
（
協
力
：
火
曜
の
会
）

午
前
10
時
40
分
～
11
時
30
分
・
親
子

読
書
コ
ー
ナ
ー
・
紙
芝
居
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
な
ど

◆
伯
耆
文
化
研
究
会
７
月
例
会

11
日
㈯
午
後
１
時
30
分
・
大
会
議
室

▼
「
目
久
美
遺
跡
に
つ
い
て
」・
発

表
者
：
佐さ

伯え
き

純じ
ゅ
ん

也や

さ
ん
、「
大
山
領

有

料

広

告



新米子の文化財
坂口家住宅　主屋／離れ及び渡廊下／土間倉／土蔵／門及び塀　国登録有形文化財（建造物）
　坂口（文祥）家住宅は、尾高町の天神橋のたもとにあります。
町屋に典型的な東西16メートル、南北45メートルの奥行の深い短冊形の敷地
を持ち、周りを建物が囲み、中央には庭が造られています。北側の道路に面
して店舗、西側の道路に接して切妻造２階建の主屋、離れ及び渡り廊下など
が並び、南側の川沿には土蔵が配置されています。
　主屋は、明治25年（1892）に京都の職人により建てられたと伝えられていま
す。外観は町屋の形態を示していますが、別棟の玄関をつくり、屋内に通り
土間を設けず畳廊下のある間取など、伝統的な町屋や民家には見られない独特の工夫が施されています。また、

面皮杉の長押や欄
らん

間
ま

、摺
すり

漆
うるし

塗
ぬ り

の床の間の板や付書院など、瀟
しょうしゃ

洒で繊
せん さ い

細な造作が随所
に用いられています。
　その後、大正15年（1926）に離れを増築し、昭和初期には主屋２階を高くするなど、
改造を加えながら大切に受け継がれてきました。
米子城下の物資運搬の要であった旧加茂川沿の当家のたたずまいは、近代における
米子の町の活況と気風をよく伝えています。

▼所在地…尾高町14（市役所から徒歩10分）　※建物内部は公開されていません。
■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３７）

■編集発行／米子市企画部秘書広報課　〒 683-8686 米子市加茂町一丁目１番地　☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／今井印刷株式会社

　スッポンは、噛み付いたら放さないことで有名なカメです。今日、園内のカメのほ
とんどが外来種のミシシッピアカミミガメである中で、少数がかろうじて暮らしてい
ます。ネイチャーセンターから鳥を観察していると、ごく稀

まれ

に水面から顔を出してい
たり、浅瀬の水底をゆっくりと歩いていたりする姿を見かけることがあります。
　このように、自然の中では見かける機会が少ないスッポンですが、ネイチャーセン
ターでは飼育展示しているのでじっくり観察できます。ホットケーキのような丸くて
平たい甲

こ う ら

羅、とってもよく伸びる首、短いストローのようなフニャフニャの鼻。見れ
ば見るほど個性的なカメです。

　ところで、スッポンの「噛み付いたら雷が鳴っても離さない」という噂
うわさ

は本当なのでしょうか。確かに、手を出すと驚
くほどすばやく噛み付いてくるので、うかつに触れません。口の中にはかみそりのような鋭いくちばしがあるので、大き
なスッポンにかまれたら危険です。でも、噛み付かれてしまっても、水につけてあげればすぐに離しますので大丈夫です。
　このような獰

どうもう

猛なイメージがあるスッポンですが、実際にはとても臆病で恥ずかしがり屋です。水鳥公園で飼育中のスッ
ポンは、今年で７年目になりますが、まだなついてくれません。人が近づくとすぐに首を引っ込めたり、砂

じ ゃ り

利にもぐりこ
んだりして隠れてしまいます。
　皆さんに知られている生き物でも、うわさによる先入観と現実とではかなり違うことが多いものです。やはり、本物をじっ
くりと観察することは大切ですね。

水鳥公園指導員　桐
きりはらけいすけ

原佳介

７月に見られる水鳥公園の生きものたち
　カイツブリの親子（左写真）、カルガモの親子、バンの親子、サギ類、オオヨシキリ、
　メダカ、イトトンボ類、ミシシッピアカミミガメ、ヌートリアなど

米子市の人口と世帯数　平成21年６月１日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,266人 ( －5人)　男性 71,294人 (－15人)　女性 78,972人 (＋10人)　世帯数 62,366世帯 ( ＋31世帯)

水鳥公園からのたより

スッポン
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